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In the present paper, the author reported a case of vesical calculus which 
developed following traumatic. rupture of the urinary bladder. A 42-year-old male 
had often complained of sudden interruption of the urinary stream since 4 to 5 
years. 
In his previous history, he had excreted a vesical stone with pain at urination 
several years after an injury to the bladder. :X司ra~· examination revealed a stone 
being the size of a child’s fist. 
It was considered that the development of the vesical stone was closely related 
to the injury. 









































いるがp 勝E党内に異物，虫卵，膿塊p 粘液p 凝血等が
あるときは，これらが核となって結石を生じ易いこと
はよく知られている．また尿中の塩類が析出するには
種々の条件があげられる．すなわちP 異物の介在によ
る尿謬質の変化p 骨折等による燐p 石灰代謝の変動p
自律神経系の影響による腎の物理化学的機能の変調p
その他，長期にわたる臥床p 化学療法，勝脱炎の存在
等が析出に関与しp 或いは促進するものと思われる．
本例の場合p 結「［の既往症p 家主毎歴を持たない者が受
f1,~ i乏2～3年頃から屡々lj、結Eiの排出を見る止うにな
り，その一つがViたとし、ってよい結石に成長した例で，
この発生には前術の絡要因に加えて日~:i.：のH：傷，跨JV'[;
周到妥疹等の合併症p あるいは慢性努脱炎等の後遺症
の存在ぶ重要な役割を果しているものと恩上れる．ま
た本結石の伎は脆弱な砂状の軟結石からなった珍らし
いものであり，これはi臨死組織片に由来したものと思
われP この結石成立の一つの機序を示すものと考えら
れるのである．骨盤骨折，損傷等が原因となった跨脱
結石は安藤p 山田，前回p 高橋らが報告しているが本
例のように頻発性の結石症を来した例は極めて珍らし
し、『
結 語
勝脱結石の成因は種々あるが，われわれは最近傍抗
の損傷，およびその後の経過に密接に関係した頻発性
の相当大きい勝脱結石の 1例を経験したので報告し
た．
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